















































































































































































































































































































































る。例えば、「察度」「cha du」と「承察度」「chen ／cha du」のように、似通
っている発音で記されている。これは本当に、一人一人の個人を表す名前なの
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か、ずっと、疑問に思ったからである。
「カンガルー」という名称誕生に関する有名なエピソードが思い出される。
オーストラリアの調査に出かけた人が、走っている、見たことのない動物を指
差して、「あれは何ですか」と聞いたら、地元の案内人が「カンガルー」と答
えたのをメモに取った。それを世間に広げた後で、「カンガルー」とはわから
ないとの意だと気づいた。コミュニケーションがうまく取れなかったことによ
り、生まれた逸話である。
このような現象は、中国と琉球との間には起きていないのであろうか。なぜ、
察度と承察度との間には、一字の差しかないのか、もしかしたら、これは、個
人の名前ではなく、この特定の個人を表わす社会的な通称ではないかと考えて
いた。
その後、一つの琉球関係史料を探し当てた。1993年、留学先の日本から５年
ぶりに帰省した際、故郷の沈陽にある遼寧省木当案館を訪ね、琉球関係史料を
調べてみた時のことであった。『明実録』の底本と言われる史料があった。
『明実録』は幾つかの版があるが、この史料は、永楽皇帝のことを燕王と呼
んでいるから、永楽皇帝が即位する前（1402年）に、生まれたものと公認され
ている。中国において、琉球関係に関するもっとも古い史料だと思われる。
なんと、この史料には浦添あたりで活躍した察度のことがみごとに「査都」
となっているのではないか。察度は、「査都」であり、いずれも「cha du」と
読み、琉球語の「サトゥ」にもっとも近い発音である。
「さと」というのは、琉球語辞典によれば、里の原意は領主の意の里主の下
略であろうとある。冊封使一陳 の冊封使録『使琉球録』では、「サトヌシ」
は、公子であると記録されている。貴族の子供ということからは、「サト」は、
貴族であり、豪族であるとなる。
浦添を拠点に活躍した謝名は、中国に対して、「さと」と自称したからであ
ろうか、中国においては、彼に関する記録は、最初、「査都」であり、その後、
「察度」となり、定着している。
山南王の場合は、「承察度」との記録となっている。
この二人の違いは、「承」は、おそらく、中山王と山南王との地域の相違を
表わすものであろう。「承（chen）」という発音から、琉球語に照らし合わせる
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と、この地域に位置する喜屋武（キャン）である。
この喜屋武の足跡を追跡してみると、まず、（喜屋武）岬があり、その次に、
（喜屋武）古グスクの遺跡が古地図の（喜屋武）村に現れている。思わず、承
察度の先祖は、何代かわからないが、もともと、南部の岬に近い海辺にいた。
勢力をたくわえ、喜屋武という村が形成するに至った後、その勢力を伸ばし、
喜屋武古グスクを築いた。その後、引き続き、その勢力を北上させ、最終的に、
通称、高嶺グスクにたどり着くようになったと考える。
そして、1380年になると、高嶺グスクの城主が中山王の後に継ぎ、中国への
進貢をはじめた。この城主は、承察度として中国側の記録に残っている。
1372年に進貢した浦添あたりの謝名は、「察度」（cha du）と中国に名乗った
ためか、喜屋武から身を起こした彼は、「承察度」（chen cha du）という名前
で、中国の史書に姿を残すことになった。
５、承察度の家系　－『おもろそうし』から見る－
『おもろそうし』巻18は、1623年に編集され、島尻（南部）を舞台に活躍し
た歴史上の名人を歌ったものである。米須、石原、摩文仁、山城、真壁など、
数多くの地名が出ている。しかし、南端の喜屋武按司についての「おもろ」は
ない。
ここでもう一度、原点に戻り、承察度の「察度」という表現に注目した。
「承」は、あくまでも、この人物の出身か、個性を表わすもので、この人の個
を、謝名―察度などの他人と区別するマークであり、印でもある。
彼は、南端の喜屋武を中心とする地域で「察度」と呼ばれていた。「地域」
と「人物」という二つのことを考え合わせると、彼は、島の南部で活躍した
「察度」である。いわば、南端＝島尻のサト（里）である。それも、上で述べ
てきたような米須や山城などの城主より大きな存在であり、島尻の大里なので
ある。
この承察度は、地元では、中国に向けて使用した「承察度」＝喜屋武サトと
いう呼称で、おもろの中で、歌われるのではなく、修飾語の「大」をつけて
「大里」と呼ばれていたのである。
歴史の軸に沿って考えると、別の村落か地域の按司が米須、石原、山城、
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真壁として、おもろの中で歌われたころ、承察度系統の按司は、すでに特定
地域の按司から脱皮し、成長し、喜屋武という「点」から、より広い範囲の
「線」か「面」に勢力を広げたのである。「大里」と呼ばれ、形容的に表現さ
れている。
このことを後世の人々は、沖縄島全体から考え、東四間切の島添大里と区別
させるために、島尻大里と呼ばれるようになった。
承察度は王子であるという中山王の見方から判断し、承察度の前代は確実
に南部の王様であったと言えよう。承察度の前代まで、つまり、南部の王様
になるまで、何代にわたった基礎作りの努力と蓄積が必要であったのか、不
明である。
しかし、中国に朝貢した承察度系統の按司たちは、島尻と表現されている南
部において、大里という不動な地位を確立させたこと、大里という名でこの島
の南部、ひいて言えば、この島をとどろかしたことは、事実であろう。
６、承察度の運命　－朝鮮現場の伝説から－
このような背景を持つ承察度は、なぜ、沖縄を離れ、亡命しなければならな
かったのか、中山王・察度が彼の引渡しを朝鮮の李王朝に要求したことを考え
合わせると、中山王・察度は、山南王・承察度の亡命と何らかの関係を持って
いるのかと想像したりする。この引渡しの要求が成功したか否か、また、その
後の承察度は、どのような運命を辿ったのかなどについては、『李朝実録』な
どの資料（文字とモノ）は、何も語ってくれない。
しかし、朝鮮半島の本島から離れている済州島に言い伝えられている琉球王
子の伝説が私の興味を引き起こした。琉球王子に関する悲しい物語である。
琉球の王子が、日本におさえられている国王を贖（あがな）うために、自国
の宝物を船にたくさん乗せ、日本に向かっていた。台風のため、途中で済州島
に漂着した。多くの宝物の中には、水を酒に変えていく「酒泉石」と呼ばれて
いる魔法の石と、一間ぐらい小さなサイズから一山ほど大きなサイズに変身で
きる蜘蛛の糸からできている「漫山帳」という名の「織物」がある。李という
地元の人が、この二つの宝物が欲しくて、彼を殺害する計画をたてた。王子は、
殺害される前に、この二つの宝物といっしょに、一枚の板に血で書いた詩歌を
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海に投げた。この板は、王子様の血で書かれた詩歌を載せたまま、琉球の岸に
流され、上陸した。この経緯を知った琉球は、朝鮮を攻め込もうとした。とい
う悲劇で、その悲しさは、今日も善良な人々の涙を誘っている。
あくまでも、民間に流れている伝説であり、真実とは、考えられないものが
ある、しかし、承察度が琉球に戻ったという伊波普猶氏の見方を民間説話的な
見地から否定する要素を充分に持っている朝鮮生まれの資料と考える。
おそらく、承察度は、二度と、琉球の地に足を踏み入れることは、なかった
だろうと考える。承察度のなくなった後の状況を想像し、後世の朝鮮の人々、
あるいは、某無名氏が「白骨が砂場に露わになり、纏うものは草のみであり、
魂が故国に戻っても、弔いに来る身内がいない」と歌い、そして、承察度の気
持ちを代弁し、死ぬ現場となった済州の竹西楼から見える広い海の水は、依然
と大きな波をたてながら、遠くへ流れていく。しかし、死に赴く人の残した怨
みや悔しさなどは、明白なものであり、一人が孤独に腹に呑み込んだ遺恨は、
千秋も万年も続くものであると、詩歌に託して、表現している。
承察度はどんな欲望に目が眩んだ人により殺害されたのか、これ以上の推測
は許せないものである。しかし、その後、もう一人の琉球人（ウチナンチュ）
が朝鮮に亡命したこと、さらに、中国への進貢、死亡報告、冊封要望など、地
元の歴史状況の進展から判断すると、もはや、承察度が入る余地なんかは、す
こしもないように思われる。
いつ、故郷を離れ、亡命したのか、いつ、異国の地で亡くなったのか、自然
に死亡したのか、殺害されたのか、殺害されたとしたら、誰によるもので、ど
んな目的なのか、千種万別の怨みを呑み込んだ承察度は、もう、私たちには口
を開かない。彼は、彼なりに、魂の昇華方法をすでに手に入れていたにちがい
ない。
死ぬ前に、彼の脳裏を掠めたものは、一人の人間として生活してきた山南の
山河か、草木か、「大里」と褒め称えられた人間として関わりを持ってきたこ
の地域の一人一人か、それとも、一人の王様として背負ってきた山南の今まで
の歴史か、それとも、今後における将来への存続かのいずれであろう。
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７、承察度の後
承察度は、本当に、子供がいないのか、このことに関しては、以下の三つの
可能性があると推測する。一つは、確かに子供はないことである。二つ目は、
子供がいるものの、その子供（子供たち）も連れられて一緒に朝鮮に亡命して
いることである。三つ目は、子供がいて、そして、沖縄に居残っているが、し
かし、かれらも、承察度の亡命により、反対勢力に抵抗できるものではなくな
っている。したがって、史料による南部の歴史舞台には、承察度の子孫として、
二度と登場しないのである。しかし、平々凡々かも知れないが、普通に平安に
暮らしを送り続け、その子孫も延々と続いている。
そして、その子孫の人々も、自分の先祖たちが、かつて、キャンから北へ移
動したように、南部に限らず、中部へ、北部へと沖縄全島に広がり、さらに、
時代の歩みに伴い、この島を飛び立ち、日本へと、世界へと、常により広い世
界を求めているのであろう。
終わりに
承察度は、最終的に朝鮮で誰かにより殺害されている。しかし、中国ではこ
のような真相を知るすべもなく、彼の死亡の知らせを受け、600年前に、その
後継ぎである王応祖への冊封使を遣わしている。
王応祖は、在位11年にして、その兄である他勃期のクーデータにより殺され
ている。他勃期のこの行為に周辺の人々が激怒し、他勃期を殺した。王応祖の
子である他魯毎にその後を継がせた。
他魯毎は、山南の最後の王で、山南の歴史に終止符を付ける人となった。
96 第二章　山南にいた「王」の一人一人
二、山南王叔・汪英紫氏
「唐は差傘、大和は馬の蹄、沖縄は針の先」との表現が沖縄にあり、中国と
琉球との外観上の差は雲泥ほどである。しかし、面積として数十分の一にも至
らない琉球が、「天朝大国」との自負を持つ中国の政治を動かしてきた。それ
も、「針の先」ほどの琉球が一丸となってからではなく、一本の「針の先」が、
三つの部分に分かれる頃からのことであった。
この中で、三分の一しか占めていない南部からだけでも、複数の「王」さま
が主人公となる出演があった。前回の山南王・承察度に引き続き、今回は、「山
南王叔」と自称し、中国に「王」と看做された汪英紫氏に焦点をあててみる。
１、山南の乱局
山南王―承察度の名がはじめて中国側に記録されるのは、浦添で活躍する察
度が中国に進貢して八年たった1380年のことである。
山南王叔―汪英紫氏の名が、最初、中国の史書『明実録』に出たのは、1388
年である。偶然にも承察度が中国に進貢して八年たった頃である。八年という
のは、中国への進貢を整えるのに、最小に必要とされる時間なのであろうか。
「洪武21年（1388年）正月一日、琉球国山南王の叔―汪英紫氏とその弟―函
寧寿が、慶賀のために来、方物（琉球産のもの）を貢いだ」とある。
同月九日、この二人とその随行者に、皇帝からそれぞれの身分に相応しい数
量の織物とお金が下賜されたようである。山南王―承察度に近い存在としての
叔と弟が、同時に、みずから皇帝に正月お祝いの貢物を携え、中国に渡ってい
くこと自体は、珍しい事態であり、中国との関係において、なにかのきっかけ
を作り出したはずである。
２、王としての汪英紫氏の存在
中国の公の記録に残っている、中国の大地を踏んだことのある琉球の進貢者
は、汪英紫氏という人物のみとなっている。1388年から、自ら皇帝への進貢を
行い、その後、11年の間で、九回にわたり、使者を通じ、皇帝に貢品を送り続
けている。
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貢物を受けいれてもらうには、二つの大きな前提が必要になる。一つは、貢
物は、その土地で取れたもの＝方物であり、一つは、その土地を代表する王か、
王に相当する勢力者である。方言とはその地方の言葉であるように、方物は、
その土地のものである。しかし、「王」的な存在でなければ、このような方
物＝貢物でも拒否されるのである。汪英紫氏は拒否されていない以上は、王と
みなされているからである。
王とみなされているもう一つ重要なポイントとなるのは、山南という地域へ
の印鑑が二回にわたり、下賜されていることである。1383年と1385年である。
印鑑とは王権の象徴であるから、二年の間における二個の下賜は、二人の人に
王権を握っていることを認めることになる。
このように見てくると、山南には承察度という王統のほかに、彼に匹敵でき
るもう一つの勢力―汪英紫氏もあった。「王叔」との肩書きが付いているもの
の、中国では王として認められている。
３、汪・英紫・氏（wang/yingzi/si）とは、いかなる人物か
漢字を表音文字にという原則にしたがい、汪英紫氏を呼んでみると、
wang/yingzi/siとなり、日本語で表記すると、（ワンイェンズーシー）となる。
私が「サトゥ」に継ぎ、次に注目した言葉は、この「汪英紫氏」をはじめと
する「恵祖」、「英祖」、「英慈」、「汪応祖」といった王を表すものである。「サ
トゥ」などから得た勉強してきた者の嗅覚であろうか。
まず、この五つの単語を「恵祖（huizu）」、「英祖（yingzu）」、「英慈（yingci）」、
「汪・英紫・氏（wang/yingzi/si）」、「汪・応祖（wang/yingzu）」のように分
解し、並べてみた。
すると、「英祖（yingzu）」と「応祖（yingzu）」はまったく統一発音で、「汪英
紫氏」の「英紫（yingzi）」と「英慈（yingci）」はかなり似ていること、その上、
基本的にはこの五つの単語とも、類似発音であること、さらに「汪」（wang）
という発音が、これらの言葉の中に二回現れていることに気づかされた。
さらに、分解された言葉の構成部分の意味について、検討した。
①、「英祖（yingzu）」とは
「恵祖」、「英祖」、「応祖」、「英紫」と「英慈」に関して、最大公約数的な要
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素を求めるのならば、「（yingzu）」になる。琉球語（ウチナーグチ）的に言う
と、「イェンズゥ」となる。しかし、「恵祖（huizu）」の恵（hui）＝（ウェー）
という発音要素を加えてみると、（ウェーズ）、（エーズ）か（エース）になる。
「恵祖（huizu）」、「英祖（yingzu）」、「英慈（yingci）」は、「伊祖」から来てい
るといわれているが、いずれも「王」を表す言葉である。
②、「汪（wang）」とは、「ワン」との発音で、もともと、われの意であるが、
単数の「あ」（我）も複数の用例（我ら）が多いことから、ここでは、単数か
ら複数のわれらの意に用いられているとの理解がある。または、「承」と同じ
ように自分たちの一族の印として使用されていると理解できる。
③、「氏（si）」とは、「シー」で、年配者に対する尊敬の意を表すものとし
て捉える。
汪英紫氏という表記から考え、結論的に言うと、「我らの主ドノ」「我らの主
さま」「我らの主閣下」になる。彼は、「我らの主ドノ」と呼ばれていた人であ
ると考える。
汪英紫氏のことが、東風平町字富森にある「八重瀬」ぐすく（エージと読む）
との関連でよく話題になる。「八重瀬」と「英紫」とは、同じ源を持つ可能性
は高い。つまり、「英紫」（yingzi）と呼ばれた身を起こす時期においては、か
なり深い関係があり、しかし、1388年１月、中国に渡った山南王叔、「われら
のエージというお方」―汪英紫氏と呼ばれた時点においては、「八重瀬」ぐす
くに限らず、「王叔城」と呼ばれた照屋城にもいたと地元の民俗学の成果が教
えてくれている。「王叔城」と「八重瀬城」との関係については、今後のさら
なる詳細な検討が必要である。
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三、山南王・温沙道
中山王・察度、山南王・承察度、王叔・汪英祖氏らが活躍した時代は、通常、
「ぐすく時代」や「三山時代」と言われる。この時代において、琉球には、王
様が三人いたと考えられてきた。しかし、中国の史書には、四つの系統の王が
顔を出す。朝鮮の正史を見ると、さらにもう一つの王系統の人が加わり、五つ
の系統となっている。
中山・察度、山南・承察度、山南王叔・汪英祖氏、山北・ 尼芝という四つ
の系統の中国への登場は、使者派遣を通してのものであり、使者の行き来に伴
う賑やかな送迎儀式、盛大な宴会の開催、友好的な挨拶など和気藹々な風景で
ある。
これと対照的に、朝鮮は別な景色が見受けられる。避難、亡命、引渡し、客
死といった言葉の羅列である。琉球版の「三国志」か、戦国時代を思わせるほ
どの凄まじさである。
島の南端、現糸満市あたりにおいては、主として「喜屋武サトゥ」・承察度
が、南山ぐすくに、「ワンイェンズゥ」・汪英祖氏が、主に照屋ぐすくにいた
と考えられるが、しかし、この地域の王との関連を持つ人物は、もう一人いる。
それは、朝鮮史料に姿を現した温沙道という人物である。この数多くの琉球
「王」の中で、唯一、中国の史書に登場しなかった人物と見る。
１、朝鮮で客死した山南王・温沙道は、誰だ
「1398年２月、琉球国山南王である温沙道がその部下を十五人率いて来てい
る。沙道、その国の中山王におわれ、晋陽に来て住んでいる。国家、年ごとに
衣食を与えた。ここにいたり、国を失い、流離しているのを思い、衣服・米な
どを下賜し、これを救済した」との記録が『李朝・太祖実録』にある。
そして、４月16日と閏５月21日、二回ほど、李成桂という初代国王が朝廷に
臨んで、公務を行った際、山南王である温沙道らが朝廷に参上したという記録
を最後に、彼の朝鮮における生前活動の情報が絶った。
同年10月15日、山南王である温沙道が死ぬと同史料にある。
この朝鮮という異国の逃亡し、晋州という他郷で客死したこの温沙道は、山
南王である「承察度」と同一人物との見方がほとんどである。今まで述べてき
た承察度に関する経緯もあり、私は、承察度とはまったく別人であると見る。
最初に中国史料に出る「察度」や「承察度」を中国語の表音文字として、朝
鮮史料にしか出たことのない「温沙道」を朝鮮語の表音文字として理解した。
そのために、朝鮮語の表音文字によって表された音を形にし、沖縄人の名を琉
球語の発音に照らしてみることにした。
温沙道を朝鮮語の表音文字として、読んでいただくと、「オンサドー」とな
るようである。清濁音の区別が厳しくない朝鮮語の場合は、「サドー」を「サ
トー」を呼んだり、逆に呼んだりする場合がよくある。温沙道のことを琉球語
的に言うと、「オン・サトゥ」となる。
王叔の居住址かもしれないと言われているあるぐすくのことを「オンチュ城」
とも地元で唱えられていたと東恩納寛惇が書いている。まだ言語学的に説明で
きないが、この通称からヒントを得て、「オン」は、「王」のことではなかった
かと推測する。つまり、温沙道＝オン・サトは、王・サトゥである。
サトゥ、キャンサトゥ、さらに王・サトゥと並べると、この人の特徴を表す
ものとして、豪族や勢力者に加わる「王」が目立つ。後世でよく言われる「按
司の中の按司」という意味を表そうとしたのであろうか。
このような文脈で、この島をみまわすと、大里という名を持つ地がある。い
まなお、その名を援用している。当時のその勢いがそのまま、大里とその土地
を表す言葉となっていると考える。
キャンサトゥを表現し、賛美するものとして、「島尻大里」というのがある。
これは、島のことをよく知る大里、あるいは、島の一部分か、島の端を支配す
る大里との二通りの理解がある。
これに対して、大里の城主に対し、「島添大里」と「下の世の主」の美称が
ある。「島添え」は、「浦添え」が津々浦々の港と海岸などを支配するのと同様
に、島全体を支配するとの意である。「下の世の主」は、「この世の中の主」と
いう意である。
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２、国都として栄光を残した大里
また、伝えるところによると、知念、玉城は国都であったが、その後は大里
城であるという。具体的な検証は、現時点では不可能であるが、国都の歴史を
有するとの伝承の地ではある。大里城址のある部落のことを「城村」と読んで
いたとも言われる。
そして、この土地から、伝説中の初代「天孫主」のほかに、二代の王統の創
始者－尊敦が大里城の城主の妹を嫁に舜天王となったとの伝承も生まれている。
この城主に関しては、村史などの成果をまとめると、大里世の主と大里按司
の二人が登場する。この王統として確認できるのは、「大里の世の主」と「大
里の按司」の二代である。大里世主は、大里村を始めた人としても広く知られ
ている。
朝鮮に「王のサトゥ（温沙道）」と自称し、静かに死んでいったのは、大里
按司ではなく、「大里の世の主」・「島添大里」・「下の世の主」であると理
解する。
３、大里城の衰え
大里城主は、家が貧しいため、大城城主から借金した。返さない上、さらに、
借金しようとし、嫌われた。そのために、この二つのぐすくの間で、戦になり、
勝利を収めたという。
大里の家の貧富というのは、大城との関係の中で相対的に言うものである。
その時代になると、全体的に言えば、大里の経済力は、下り坂を歩みはじめる
一種の兆しであろうか。
この戦いは、「麻氏家譜」をはじめ、多くの郷土史料や組踊りなどにも登場
する。おそらく大里の城主と、近くにいる新しく成長してきた勢力－大城との
間に激しい争いがあったのであろう。
大里城主は、大城城主とばかりか、浦添を拠点に、新生勢力として中国に認
められたサトゥとの間にも、何らかの利害関係により、争いが起こり、そのた
めに、ついに、「中山王の察度に追逐され、朝鮮に流離してきた」と朝鮮にま
で認識させるようにいたったのであろうか。
「大里城跡」の報告書には、「今回の出土遺物の大半が、14世紀頃までに位
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置付けされるものであり、15世紀以降、増える青花や褐釉陶器、東南アジア製
陶器が極端に少なくなる」と書かれている。
1398年２月、「王のサトゥ（温沙道）」が自分の島、城をあとに、朝鮮に到着
した時点から、大里城は、もう大勢を失ったのではないだろうか。時期として
は、ちょうど、14世紀が終わり、15世紀に入ろうとしていた。
４、「下の世の主」が居なくなった虚楼に化した大里城
「島添大里」、「下の世の主」－温沙道の人生最後の波乱、つまり、朝鮮への
逃避、死亡が、無視されたり、承察度と重なって見てきたりしたのは、大里城
主が中国史書に記録がなかったことと、その後の大里城の歴史的な展開と関連
があるように思われる。
つまり、温沙道が朝鮮で死亡した後も､大里城が琉球の史書に登場する。『中
山世鑑』に記載されている内容で、尚巴志が最初に攻略した城は、この大里城
であると。しかし、この段階になると、尚巴志が負かした相手は、おそらく、
「下の世の主」や「島添」大里ではなく、その跡継ぎである大里按司であろう
と考える。
５、考古学的な成果から学んだもの
『大里村史（通史編・昭和57年）』には、「大里は、『中山世鑑』などの記録
では、南山に属していたことになっているが、この記録は、三山対立から二百
年後に書かれたものであるから、直ちに信用することはできない。土器の分布
の上からは、大里は中山に属していたとみられる」とある。
考古学の門外漢であるが、この「大里は中山に属していたとみられる」との
結論を見出した根拠は、同じ土器が分布していることである。
同じ土器の分布であるのならば、私は、大里は中山に属していたとみるので
はなく中山と大里がお互いに影響しあったと見る。あえて刺激的な言い方で言
うのならば、中山より大里のほうが地元に貢献したものが多いと考える。
今までの分析の中で明らかになったように、「サトゥ」と「王・サトゥ」と
いう呼称の意味から、両者の関係を考えると、「豪族」と「豪族の中の王」と
いう関係になるからである。
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６、「鍾山」からかわってきた「中山」
そもそも、琉球には「中山」は最初からあったものなのだろうか、1994年、
第五回中琉歴史関係学術検討会で遼寧省档案館保存の最も古い琉球史料を使
い、サトゥ（査都）の肩書きに使われている文字は、「中山王」ではなく、「鍾
山王」であったこと、「中」も「鍾」も「zhong」と同じ発音であるため、「中
山」は音文字として使われていたことを発表した。
その後、取り込んだ問題は、通称の南山と北山の表記がどうなっていたのか
である。調べるうちに、初期頃の漢籍には「山南」と「山北」との記録しかな
かった事実に気づいた。
つまり、この島の中部あたりに一つの鍾山があり、その南は、鍾山の南＝山
南で、その北は、鍾山の北＝北山である。いわば、この島は中山、南山と北山
という三つの山があるのではなく、あくまでも、一つの山であり、鍾山である。
この鍾山を基準にして、この島を、鍾山を中心とする地域、この地域より
南－以南とこの地域より北－以北との三つの部分に分けているのみである。
結論から言うと、中山、南山と北山という意味での「三山時代」は成り立た
ない。せめて「三山時代」ではなく「三王時代」になるのかと考えるようにな
った。
「三王時代」について、調べはじめると、また驚いた。もう一つの王統－汪
英紫氏が出現し、言わば、「三山時代」に四人の王様がいた。
このような歴史上の矛盾を作り出したのは、すべて、「中山」という表音文字
を表意文字として、理解されてきたからである。言い換えれば、今日のような
歴史に対する誤解の元は、「鍾」という一文字が「中」に変わったからである。
小結：
その時代の本当の中心は、どこに求めるべきか、本当の王様はどこにいたの
かを考え、探そうと思った時期もあった。しかし、「中山」という言葉に惑わ
されてきた今日に至るまでの歴史認識の形成と同じ思考に陥ると思い、やめた。
六百年前の琉球は、「群雄割拠」とよく表現される英雄倍出の時代であった。
この時期の歴史を「百花斉放」（色とりどりの花が一斉に咲き乱れる）、「百鳥
争鳴」（さまざまな種類の鳥が同時に鳴き美声を竟う）として捉えるのか、そ
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れとも「群魔乱舞」（群れをなすぐらいたくさんの魔物がみだれ踊る）と見る
のか、それぞれの人の見識によるものである。
私に言わせていただくのならば、このような３人、４人、５人とも言われる
現在、混戦ぶりは、まさに本格的な統一琉球が誕生しようとする陣痛の始りで
あり、曙が訪れる黎明前の暗黒とも言えよう。この痛みが完全におさまり、そ
の暗闇がきれいに消えるには、半世紀以上の時間が必要となり、第二尚氏王統
に入ってからのことと言わざるを得ない。
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一、中央王とともに崇元廟の廟主に祭られている地方王―察度
二、勝連按司の婿になった天女の子
三、王とみなされた後の察度（サトゥ）のプロポーズか
四、察度とその時代
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沖縄では、崇元寺を知らない人は少ないと思う。しかし、この崇元寺のこと
が、もともと、崇元廟と呼ばれたことは、あまり知られていないようである。
この崇元寺は、名称に「寺」という字を持ちながらも、1731年に編集された
『琉球国旧紀』の中では、「寺社」という項目に入らずに、事始の「宗廟」とし
て、この書物に収められているのである。
なぜ、このように分類されたのか。この宗廟は、いつ、誰が、何のために、
建てたものであろうか。
一、中央王とともに崇元廟の廟主に祭られている地方王―察度
このことに関しては、尚巴志、尚真、尚清と、三時代の情報が『琉球国旧紀』
に入っている。宗廟文が順治年間（1644－1661年）に作られた。創建を記録す
る宗廟文によると、宣徳年間（1425－1435年）に、よい方角を占い、吉日を選
び、崇元寺を建てたとのことである。つまり、崇元寺は、第一尚氏時代に誕生
したことになる。
崇元寺の性格について、「尚王家の家廟」説や「尚家の廟所であると同時に、
歴代国王の霊位を祭る国廟でもあった」との考え方がある。
舜天王、英祖、察度（サトゥ）、第一、第二尚氏の五王統の王様たちが祭壇
に祭られていることから考えると、尚という苗字を持つか否か、崇元寺の中で
は、問題にされていないのである。崇元寺は、あくまでも、中山王の宗廟で、
祖廟であり、つまり、中山王という王統をつなげた王様たちを祭るところであ
る。したがって、血縁と関係なく、中山王の座についた歴代の方々がここの神
位に登っている。
血統の違う、並列されるこの五王統に関しては、舜天王も英祖も、琉球全土
に影響を与えた中央王としての定評を得ている。しかし、信憑性の高い文字記
録に基づき、検討できる琉球王統は、察度（サトゥ）からである。そして、こ
のサトゥは、琉球の天下をとった王――琉球国の統一王ではなく、あくまでも、
琉球国の一部分を征服した地方王の一人にすぎなかった。
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五つの王統が崇元寺の中で、同じ神位に並べられる唯一の理由は、王統とし
て「中山」を出発点に、「王」になったことのみである。この「王」の勢力は、
琉球全範囲に及ぶものか否か、この「王」は、琉球国全般を見る国王であった
か、琉球国の一方割拠の地方王であったかは、まったく問題にされていないし、
察度（サトゥ）までの三王統のいずれもが、「尚」の苗字も持っていないこと
も、不問にされている。
この一地方王としての察度（サトゥ）は、1372年、中国明代の洪武帝からの
進貢、通好の呼びかけに応じ、すぐ、使者として泰期を中国に遣わした。これ
が最初で、1402年までの30年近くの間、30数回にわたり、琉球国中山王の使者
を中国に派遣し続けていた。
対中関係に関する察度（サトゥ）の壮挙を言えば、朝貢、慶賀（元旦・皇帝
の誕生日・冬至）、漂着民の相互護送や官生の国学への入学などあり、いわば、
ほぼ全方位にわたる琉中交流の先例が、彼の執政により、作り上げられていた。
この時代にできた交流パターンは、明清両時代にわたる五百年の間で、彼の
後に続く第一・第二尚氏の歴代王様により、ずっと、受けつがれていた。
二、勝連按司の婿になった天女の子
このような偉業を残した察度（サトゥ）は、どのような出身や生い立ちの持
ち主であったのか、これに関して、次のような様々な言い伝えと記録がある。
天女が入浴のために下界に下り、地上の男と一緒になり、一男一女を産んだ
後、天上に舞い戻ったという羽衣伝説が、宜野湾では特に有名である。この男
主人公は、大謝名の奥間大親という人で、察度（サトゥ）の父親である。
天女の子として生まれた察度（サトゥ）は、大人になってから、農業を好ま
ずに、清貧な生活をしていた。しかし、みんなの憧れの的―勝連按司の娘への
求婚に成功した。みずから、勝連按司のところに行き、隙間から覗いている按
司の娘に気に入られたとのことである。
貧しい察度（サトゥ）のことを配慮し、勝連按司が嫁入り道具を豊富に持た
せようとしたが、断られた。風雨を防ぐものもなく、雨漏れもする茅小屋に入
った按司の娘は、彼の柴を焼く器を見て、驚いた。なんと金と銀ばかりである。
二人は、鉄を載せてくる日本船から鉄を購入し、周りの人々に与え、人々に推
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され、浦添按司になったと『中山世譜』に記録されている。
按司の娘に一目惚れをさせるほど、地元の人と違う外見か、何かを持ってい
る察度（サトゥ）は、恐らく外来人であろう。しかし、この外来者は、如何に
して、周りの人々に富を与えるほどの財力を身につけたのか。言い換えれば、
この島において一代で身を起こし、王になった基盤は、どこにあったのか、で
ある。
三、王とみなされた後の察度（サトゥ）のプロポーズか
そもそも、歴史舞台への察度の登場方式は、尋常ではない。
中国の史料によると、1372年、洪武帝の使者―楊載の赴いた先は、瑠球（台
湾）であり、琉球（沖縄）ではなかった。楊載の瑠球帰りに、察度（サトゥ）
が使者として弟である泰期を中国に派遣した。当然、派遣者である察度（サト
ゥ）の身分は、琉球王としてではなく、中山王となっている。
楊載と中山王の察度（サトゥ）とは、どこで、この歴史的な面会を果たした
のであろうか、台湾か沖縄、それとも、どちらでもなく、澎湖列島などの、ど
こかの離れ島なのか。
この後、琉球から中国への朝貢が二回行われたその年、1374年、刑部の李浩
が通訳の梁子名とともに、琉球に来た。洪武帝から察度（サトゥ）に下賜する
ものとして、綺麗な織物を20匹、陶器を1000セット、鉄の鍋を10個、もたらし
てきた。
同時に、交易品として、織物を200匹、陶器を69500セット、鉄の鍋を990個
琉球に持ってきた。その際、交易し、得たものとして、琉球から、馬を40匹、
硫黄を5000斤、持ち帰り、1376年４月に、中国に着いた。
このような交易は、琉球のどこで、誰により行われたのかは、確定できない
が、しかし、中山王・察度（サトゥ）が中国との関係を独占した時代であった
ため、中山王・察度（サトゥ）は、この交易に深く関わったことは間違いない
であろう。勝連按司の令嬢が察度の草小屋で目にした金と銀も、これらのもの
と何らかの関わりを持っているのであろう。また、彼女がひき付けられたのは、
おそらく、察度（サトゥ）の外貌のみならず、彼の見聞や、彼の知っている外
の世界に関する情報もあったのであろう。
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対外関係において言うと、察度（サトゥ）は、1372年から、すでに中国から
中山王とみなされるようになり、1374年には、再度、陶器など大量の物質も、
この島に齎されてきた。その時代において、中山王としての察度（サトゥ）の
地元での実力は、如何なるものだったのであろう。
彼の歴史に関して言えば、先に勝連按司の婿になったのか、それとも、先に
中山王になったのか、である。王になる前に、勝連按司の婿になったという
『中山世譜』の記述は、編纂の際、人為的にこの時間的な順序を調整し、作り
上げられていった部分があったのではなかろうか。
四、察度とその時代
漢文史料に記録されている琉球を鳥瞰すると、十四世紀において、琉球は、
山北、山南と中山と、三つの地域に分かれている。この三地域は、天孫子が国
頭、中頭と島尻というふうに分けたと『中山世譜』に記録されている。
国頭、中頭と島尻との三名称から、この分け方を見ると、天孫子が分けた否
かを考える前に、同一基準の下で区分されたものであるとさえ判断できないの
である。
国頭（国の頭）と島尻（島の尻）の両概念に関しては言えば、「頭」と「尻」
は対偶語である。この対偶語をもって、この地域を一体として捉えている。残
りの「国」と「島」は、この地域の天地開闢を歌う「おもろ」に出てくる「し
まつくれ、くにつくれ」や、「ここらきの、しまじま、ここらきのくにぐに」
と同じ、「国」と「島」という言葉である。
国頭と島尻は、「おもろ」を歌う人々と同じ発想を持つ人々が同時期か同時
代において、つけた名称であると推測できよう。
しかし、「中頭」は、別なもので、この発想から出たのではない。同じ発想
ならば、「国中」か「島中」になるはずである。「中頭」は、国頭・島尻という
概念と並べると、修辞法的には特異である。この相違自体は、生まれた際の時
間差か、発想差を感じざるを得ない。
「中頭はすなわち、中山であり、国頭は山北であり、島尻は山南である」と
『中山世譜』の記録は続いている。この記録により、国頭・中頭・島尻という
発想的に未統一の状態にあるものが、「中山」というキーワードを通じ、中山
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のある地域（中部）、山以南（南部）と山以北（北部）というように、つなげ
られた。
察度（サトゥ）に関する初期ごろの記録は、中山王ではなく、鍾山王である。
この鍾山を中心とする王、一地方王としての察度（サトゥ）は、いつの間にか、
誰の手によるものか、不明のままで、「鍾山王」から、中心の山と理解される
「中山王」へと改められた。さらに、琉球国の「中央王」・「統一王」と言わ
れているほかの王統と肩を並べ、崇元寺で祭られるようになった。
中山王―察度（サトゥ）の生きた時代には、山南王として、承察度、汪英紫
氏、温沙道、山北王として 尼芝、 、攀安知がいた。この全員は、広く知ら
れている人々であり、彼らのほかにも、その時代において、無名な英雄たちが、
『おもろ』に歌われているように、数多くいたのであろう。
汗や血、命までを賭けてきた英雄豪傑たちの中で、察度（サトゥ）は、当時
の大国―中国にもっとも重視された人物であり、中国と信頼関係を確立し、そ
れを頼りながら、彼は、地元琉球での実力を確実に身につけ、男たちの夢を最
初に現実に変えた人物でもある。
そして、琉球統一と、大きな夢を最後まで見ながらも、その希望を息子であ
る武寧、孫である完寧斯結らに託したまま、帰らぬ人となった。
終わりに
しかし、彼の築いてきた中国との信頼関係があったからこそ、故人となった
二十数年後、中国からの冊封は、中山、山南、山北への複数冊封から、中山王
を継承した第一尚氏へと特定されるようになり、中央王、統一王としての思
紹・尚巴志をはじめとする第一尚氏・統一王統が、ユーラシア大陸の東方、太
平洋の西方に位置する琉球列島に産声をあげた。
統一王統による崇元廟の建設も着想されるようになり、当然、その際、創業
の功を建てた察度（サトゥ）も忘れられることなく、廟主の一人として祭られ
るようになったのであろう。
たしかに、一地方王としての中山王の察度（サトゥ）は、材略に富む尚巴志
をトップとする第一尚氏のように、琉球統一の大業を完成することはできなか
った。また、第二尚氏ほど長期間にわたる安定的な朝廷の樹立に成功したもの
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でもなかった。しかし、彼は、狭い島での、日常化していた熾烈な闘争に負け
ることなく、常に目を外に向け、強い信念を持ち、この地域、土地のことをは
じめて琉球という名称で、中国、朝鮮、東南アジアなど、世界に知らせた人物
として、自分の英名を海上の国―琉球とともに、世界史に残していた。
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中国に受け入れられた武寧と、拒否される琉球
1402年（建文四年）６月に、燕王である朱隷が、即位して四年も経っていな
い甥である朱允 を中国皇帝の座から引きおろし、自ら、南京の奉天殿で皇帝
の位に即いた。明朝廷の三代目の皇帝―永楽皇帝の誕生である。
同年９月７日に、永楽皇帝は、中国の周辺諸国に使者を遣わし、1403年を永
楽元年に改めることを告げさせた。琉球も、日本、朝鮮、ベトナム、タイなど
八つ以上の国々の中に含まれている。
一、下賜のための異例な使者派遣
この知らせを受けた琉球国中山王は、1403年２月22日、登極への慶賀表を使
者に持たせ、中国に赴かせた。さらに、山南王と山北王と並び、中山からの進
貢使を中国に遣わした。
何故か、この時、珍しいことに、皇帝は、進貢に応じての下賜を行うために、
８月８日に、自分の使者を朝貢国に往かせた。そして、九箇所以上の国と地域
に、下賜のみの目的で、自らの使者を遣わしたのである。まさに異例な挙動で
ある。
通常、使者を介しての王様からの進貢品を受けたら、ただちに皇帝から王様
への下賜品をその使者たちにあずけ、彼らに自国に持ち帰ってもらうのである。
この際、進貢に対し、下賜のための使者を派遣するという特別な措置を取っ
たこと自体は、何か意味がある。また、３年後の1406年から始まり、八回にわ
たる「鄭和の西洋行き」という世界史上の大事件と、密接な関係があるように
思われる。
この1403年８月の際、琉球には、行人司の行人―辺信と劉亢が来ていた。
二、先の諭祭と後の冊封
翌年、1404年２月、中山王世子という肩書きで、武寧が、父親である察度の
死亡のお知らせをする使者―報喪使を中国に遣わした。
この報喪使の派遣は、皇帝の使者―辺信と劉亢から指導を受けたからであろ
うか、察度がこの世を去った1395年から、すでに９年目に突入したのである。
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なくなった中山王―察度を祭るための使者（通称、諭祭使）を琉球に派遣す
るようにと、皇帝が禮部に指示を与え、故人に弔問文、遺族に織物を慰めの物
品として持たせた。
また、「遂に武寧に位を襲わせるよう、詔書をもって命じた」との記録もある。
この際、故人である察度への「諭祭の礼」と正当な跡継ぎである武寧への
「冊封の礼」が、皇帝に遣わされた同じ使者により、執り行われたのか否か、
ここでは、判断しかねる。
琉球国中山王である武寧と思紹の死後、中国皇帝からの諭祭使は、単独に派
遣されていたことに現れているように、中国側の論理としては、諭祭使と冊封
使は、別々の使命を帯びる使者である。
皇帝が死亡した場合、琉球から中国に線香を持っていく使者―進香使が行き、
皇帝が新しく即位する場合、琉球から祝賀のための使者―慶賀使が中国に使わ
されるという歴史が500年も続いている。
トップの消失と誕生という瞬間に発生する「礼」の論理として、琉球で行わ
れる「諭祭」と「冊封」に共通する。
そのため、たとえ「諭祭」と「冊封」の「礼」が同じ使者により完遂された
ものであっても、冊封使の使命は、諭祭と冊封にあると見るべきではなく、一
人の人間が諭祭と冊封という二つの使命を兼任したと理解されるべきであろう。
ただ、武寧への冊封が行われる前に、先に故人―察度への諭祭の儀式があっ
たことは、明らかである。いわば、諭祭は、冊封の前提である。親への礼－
「諭祭の礼」は行われなければ、子への礼―「冊封の礼」は行わないのである。
このような物事の運び方を通じ、子より親が上で、大事であり、そのために、
親を優先に丁重に扱うという儒教的な考え方、親子の秩序というあり方を琉球
の人々―遠人に伝えたのである。
察度の死と武寧の即位は、琉球がはじめて経験する親子の間における王様の
世襲である。恐らく、多くの混乱と動揺が伴ったものだったろうと思われるが、
しかし、諭祭が先に、冊封が後であるという順序は、狂っていない。
三、琉球に寛大な永楽皇帝
1404年４月に、中山、山南から、恒例の進貢使が中国に到着した。
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５月に、礼部大臣である李志剛が「山南王が使者―鬼谷結制に白金をもたら
し、処州で磁器を購入させようとした。これは捕まえて、罪を問うべきである」
と皇帝に報告した。
「遠いところの人は、利を求めることのみ知り、禁止令を知るものか。朝廷
においては、遠いところの人に対し、寛大に対応すべきである」と永楽皇帝は
言い、罪を問わないことにした。
９月に、福建省から琉球との友好の誼を結んでいるタイ国船が本省海岸に漂
着し、船にある搭載品を記録したので、この後の処理を仰ぎたいとの報告が皇
帝あてにあった。
タイ国と琉球国との交流は、よいことであり、漂着したのであれば、救済を
行うべきである。その船に載っている物を目当てに、記録をとるべきではない。
民間の者でさえ危険状態にある者を救い、善を以って助けることができるのに、
ましてや、天下を統御する朝廷いわんやと、永楽皇帝は諭した。
この指示に基づき、壊れたタイの船に修理を、食物に困っているタイ人に食
料を提供し、順風を待ち、航海に導いたと、記録にある。
それから、1404年11月、1405年３月、４月、５月、10月と11月において、琉
球の中山、山北、山南から中国に来た各種類の使者をそれぞれ受け入れてい
た。琉球に友好的で理解のある態度を示しつづける永楽皇帝が浮き彫りにな
ってくる。
四、拒否された琉球
1405年12月に入ると、常例にしたがい、1406年正月（旧正）へのお祝いの意
を表する中山、山南と山北の琉球使者―慶賀使を迎えていた。
1406年正月３日に、これらの使者たちに下賜品を渡し、帰国の準備を済ませ
て、一件落着であったように見えた。
しかし、なぜか、ほぼ一週間後の11日になると、突然、琉球国から、去勢さ
れた者を数人、朝廷に進めてきた。琉球と中国との交渉史の中では、唯一のも
のである。異例中の異例である。
数人を送ってきた主体は「琉球国」と記録されていて、中山、山南と山北の
どの地域か不明である。また、これは、一地域からの単独的な派遣か、連合に
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よる行動かも分からない。
永楽皇帝が「彼らも人の子供であり、罪もないのに、刑を施したことをどの
ようにして、忍ぶことができるのか」と言って、彼らを返すようにと、礼部に
命じた。
礼部の担当者が、「彼らを返せば、遠い人からの帰化しようとする心を阻む
ことになるのではないかと心配する。それで、勅書を出していただき、再度、
進めてくるのを止めれば・・・」とのアドバイスをしてみた。
皇帝は、また、「空言を以って、かれらに諭させることは、行動（事実）を
もって、かれらに示すことに如かず。今、返さなければ、彼の国は、われに媚
びようとし、今回に引き続き、来る人が、必ず出てくるはずである。天と地は、
万物を生かすのを徳としている。帝王なのに、如何にして、人（の類）を絶た
せることができようか」と、ついに彼らを返した。
中国の宦官制度は、源が遠い。宦官は、早くも商代において、すでに「家の
中の奴隷」として現れた。西周時期において、宦官制度が初歩的に形成された。
一つの集団として政治に参入したのは、秦・漢以後のことである。その後、こ
のような特殊な政治勢力は、清王朝が倒された1911年にいたるまで、ずっと、
専制君主―皇帝を離れることは無かった。
宦官は、宮内で皇帝や皇族のために奉仕する去勢者を指す。皇室血統の純粋
さを維持し、宮内の男女トラブルを防止するために、男でも女でもない宦官が
必要とされてきた。
一般的に、罪人に対し、宮刑を施し、つまり、去勢すること、民間の児童を
購入・詐欺と貢献といった形式を以って、宮内に送りこむこと、また、個人の
目的を以って、自ら、去勢の手術を要求するケースがある。
隋朝から、国家が宮刑を排除した。法律機関により施される宮刑は、基本的
に停止した。自ら願い出るケースが中心となる。
五、琉球と宦官
琉球と中国との関係を考える場合、冊封、朝貢は、いつも、重要なキーワー
ドとなる。しかし、琉球からの「去勢者」送り出しという事実の前では、いず
れも、無力に見え、無能になる。つまり、冊封、朝貢というカテゴリではカバ
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ーできない歴史現象である。
唯一、この事実を通じ、中国政治に対する琉球側の理解の深さ、国際情報を
収集する琉球の能力を確認できるのである。
明朝に入り、朱元璋が厳しく宦官を制限した。しかし、三代目である永楽帝
は、藩王という身分をもって、皇位を奪い取った際、宦官たちの支持と協力を
得たため、即位した後、ひそかに宦官を重用する嫌いがあった。
永楽皇帝が宦官のことをある程度、信頼している情報を琉球が得ていたので
あろうか。そうでなければ、何故、早い時期の永楽３年（1407年）に、中国に
去勢者を連れて行ったのか。
しかし、永楽帝は、毅然とした態度で、琉球からの宦官貢献を断った。琉球
からの媚びを明確にかつ強く拒否し、琉球に考慮させる余地も少しも与えない
ほどである。
媚を受け取らない中国、人の後を絶たせてはいけない帝王というイメージを
琉球に伝えたい政治家としての永楽皇帝の決断である。
1406年、中国との交流の中で、はじめて断られた琉球になる。
拒否されたのは、勘違いした琉球の下手な政治家たちであっても、実際、犠
牲になったのは、琉球に戻された「去勢された数人」の人たちである。
個人的には最高権力である皇帝の近くに、そして、普通、近づきようもない
皇室の人々、妃、貴婦人などの側にいて、栄華と富貴を極めた生活を夢見てい
て、憧れの強さから男としての最大な侮辱を受けることまで忍んだのか、何も
知らされないままで、中国に連れていかれたのか。
いずれにせよ、琉球に戻された後、この数名は、どのような気持ちで、この
島で余生を過ごしたのであろうか。
近道を考える執政者の、とんでもない打算に翻弄され、政治の板挟みにはま
り、去勢された数名を人間として悲哀に思ってやまない。
この拒否された琉球の後には、記録として「1406年３月に中山王―武寧、山
南王―汪応祖が三吾良 を進貢使として遣わした。武寧が石達魯ら六人を国子
監に入学させた」とある。中国に自分の部下を送りこもうと一生懸命になって
いる武寧の焦りのようなものが感じられる。
翌年、1407年３月１日に、山南王―汪応祖が進貢使として、泰頼結制を中国
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に遣わした。
去勢者の送り出しに失敗したことと関係しているのであろうか、この時期に
なると、もう、中山の影は、どこにもない。中山王である武寧はそうであり、
王の世子である完寧斯結もそうである。
終わりに
一ヶ月以上経過した４月11日に、琉球国から新しい人物が中国の歴史舞台に
登場する。自称は、武寧の息子である思紹である。
中山王世子と名乗っている思紹が、察度時代からの中山王進貢使―三吾良
を自分の進貢使として、まず、中国に派遣した。この進貢使の派遣が成功した
と思われた瞬間に、この進貢使の踵に接ぎ、武寧の死亡を報告する報喪使が、
あらたに思紹により遣わされ、中国に着いた。
中国に向けて、敵である武寧のことを自分の父親であり、この父親―武寧が
死亡したと思紹が報告したのである。
武寧が中国の冊封を受けて三年も経っていない時である。武寧は、父親と称
えられながら、葬られていく。
このように中山王の座が、着々と、察度王統から第一尚氏王統へと静かに移
っていく。琉球の歴史が急テンポで変化していく。その時代の急ぐ足音が今で
も聞こえてくる。
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一、「山」と「島」
二、『歴代宝案』に見る第一尚氏時代の「琉球国の構造」
１、琉球国とその諸王
２、中山王の王相
３、王と王相、王府と王相府の相互関係
三、冊封使の目に映った琉球国とその国都
終わりに
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琉球に関しては、「三山六六」という漢語の表現が『中山世譜』にある。語
呂がよく、サンサンリュウリュウと、一度、聞けば、すぐ覚えられる。これは、
沖縄本島にとその周辺諸島の数々をさしている。「三山」と、三つの部分に分
かれている１個の本島（ウチナ―）ならびに、「六六」と、36個（６×６）の
離島を数字で巧みに表現し，琉球の空間を捉えているものである。
一、「山」と「島」
このように、沖縄本島にある北部、中部と南部という三大地域の場合を「三
山」との表現があると同時に、陸上以外のものとしても、八重山を「北木山」
と、慶良間を「馬歯山」と、久米島を「姑米山」とあるように、「山」が多く
使われている。
この場合の「山」は、「島」（方言のシマではなく、島嶼の意）と同意語であ
る。しかし、「山」は、「島」に等しいものかと言うと、その答えは、ノウであ
る。「三山鼎立」のことを「三島鼎立」と言えないように。
「山」の上に「鳥」が立っている形を取っているのは、「島」という字だと
言われている。漢字の世界には、視野に入っているもので、地平線より高いも
のは、「山」、水平線より高いものは、「島」であるとの区別があるはずである。
しかし、なぜか、沖縄の地名に関する漢語表現には、海上の場合でも「山」
が使用されている。たしかに、奄美大島や沖縄本島のように、面積の大きいも
のを「島」と表現する場合も多い。
最近、流行として「島歌」、「島人」との表現が人気を博しているようである。
なぜ、この地域の人々が自分たちの生まれ故郷を、産声を上げ、足を最初につ
けた原点の土地を「地」ではなく、「島」と表現するのか。
「海から見た琉球」といったテーマをよく見かける。そのつど、中国語を母
国語に持つ私の頭に浮かぶのは、「島」のイメージしかない。「島」は、海か空
という距離を置く場所から見て、はじめて生まれる表現ではないだろうか。
また、「古島」との地名がいたるところに見られる。この地名の付け方にも、
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「新しい」「よそ者」の目が働いているように思われる。
まさに不思議な「山」と「島」の使用方法である。
二、『歴代宝案』に見る第一尚氏時代の「琉球国の構造」
しかし、五百年前から、中国あての琉球公文書に使用される名称として、も
っとも大きな概念は、「島」でも「山」でもなく、「琉球国」である。
１、琉球国とその諸王
『歴代宝案』などに収録されている琉球側の史料から、琉球という国には、
まず、中山があり、この山の北には、山北があり、この山の南には、山南があ
り、そして、この三地域には、トップとしての王様がいて、それは「中山王」、
「山北王」、「山南王」であると窺える。
琉球国中山王という肩書きの尚巴志から中国皇帝や礼部あてに提出された文
書の写しが数多く残されている。もっとも古いものとして、『歴代宝案』に収
録される1424年閏７月17日付けの文書である。琉球国山南王としての他魯毎の
文書もある。
この「琉球国中山王」や「琉球国山南王」の自称を通じ、「琉球国」と「中
山王」や「山南王」との関係を確認することができる。
２、中山王の王相
このほかに、1427年に中山王の王相である懐機という人物に中国皇帝の名義
で下賜を行ったことを記録する文書がある。このことから、「王」の下に官人
として王相がいたことが認識されたことも明らかになっている。
この「王」と「王相」の肩書きから考え、当然、「王」の行政機関と思われ
るものとしての「王府」、「王相」の行政機関としての「王相府」の存在を想像
し難くないのであろう。
つまり、王とその王府、王相とその王相府とのセットがあり、このような構
造は、中山・山北・山南という三地域のいずれにも分布している。琉球の行政
機関としてあるのは、中山王府・山北王府・山南王府、及びに中山王相府・山
北王相府・山南王相府であると連想できたのであろう。
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ちなみに「王相府」から出された文書の写しも『歴代宝案』に収録されて
いる。
３、王と王相、王府と王相府の相互関係
さらに、「王」と王をたすける立場に立つ「王相」という君臣関係から、王
府と王相府が上下関係にある行政機関として、浮きぼりになってくる。
現存文書の実態を踏まえて、理解するのならば、琉球国には、少なくとも
「中山王」、「山北王」、「山南王」という三王統がある。
「中山王統」としては、察度から武寧、思紹、尚巴志へと、「山北王統」と
しては、 尼芝、 と攀安知という三人がいて、「山南王統」としては、承察
度から、汪応祖、他魯毎へと移り変わっていると、中国側に把握させていたの
であろう。
まとめて言えば、琉球国からの公文書を通じ、中国が見た琉球国は、沖縄本
島の三山と、離島の六六島から構成されている。
この三山は、中山・山南・山北との三つの王府を指し、この王府のトップに
いるのは、中山王・山南王・山北王の王たちである。この「王」の下に「王相」
という高官がいて、この「王相」の仕切っている行政機関は、「王相府」であ
る。さらに、周辺の離島の数々を沖縄本島の付属として「六六島」がある。
しかし、このような現存文書のあり方と「三山六六」という表現とは別に、
『明実録』底本に最も古い記録として「中山」ではなく、「鍾山」が残っており、
『明史』や『明実録』に基づき、琉球からの貢物に対する受け入れ、山南王叔
の使者への接待、山南への二個の印鑑下賜などを加え、考察すると、もう一つ
の王統である汪英紫氏の王統が目立ってくる。
「三山六六」は、覚えやすく、見事な表現ではあるが、歴史的な用語として
厳密ではなく、作為的なものに見えてくる。
三、冊封使の目に映った琉球国とその国都
清代（1644年から）に入ると、中国人の冊封使の手による琉球記録が詳細に
なってきている。『歴代宝案』に見られるような沖縄本島を中心に考える手法
ではなく、空から琉球を鳥瞰するような書き方を取っている。いわば、陸も海
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もバランスよく視野に入れている。
年の冊封使である汪楫は、その典型である。彼は『使琉球雑録』に次のよう
なコメントを書いている。
琉球「国の南（部）に山があり、南山と言い、太平山とも言い、国の人は、
これを爺馬（イェマ）と呼ぶ。国の北（部）を北山と言い、二大島とも言う。
いずれも、中山と望みあう」と。
ここで言っている「国」とは、琉球国であり、「中山」とは、沖縄本島のこ
とである。「南山」と「北山」は、沖縄本島の南北海上にある離れ島、すなわ
ち、八重山群島や奄美群島などを指している。
汪楫は、この二つの群島について、山南王―承察度、山北王― 尼芝との関
連で、使者として琉球に到着、地元で確認したら、承察度は中山の南にあ
り、 尼芝は中山の北にあるもので、同一の山を分け、治めているもので、八
重山群島と二大島という名称のものを指すのではないと、認識を新たにした。
はじめて、三山の概念について、沖縄本島陸地に限定するのではなく、琉球
の海域まで視野を広げ、考察を試みた冊封使である。
琉球国の概念をどのように把握すべきかについて、冊封使たちは、明確な定
義や、共通認識を記録として残していないものの、琉球国の国門については、
「歓会」門であると一致した認識を持っていた。
もちろん、冊封使の周火皇が書き残している「琉球国都の図―首里の図」
（琉球国都図―首里図）に象徴されているように、琉球国の都は首里であると、
中国冊封使たちは、見ていた。
この国都には、割拠時代の面影として、中山王の王府の門―中山の府門が残
っている。それは、「漏刻」門である。
さらに、中山王王府の正殿の門―殿門として奉神門があることも、尚清王の
冊封使である陳侃の時代から、ずっと見られていた。汪楫は、この「殿門」の
ことを「宮門」とも表現していた。
琉球国、中山府、中山王の王殿（王宮）という機構に相応しているキーワー
ドとして、国門、府門、殿門に注目し、凝視していた。
これは、首里城の各レベルの門に反映されている琉球史の歩みであり、琉球
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史の縮図でもある。
歴史の変遷という時間の流れを、空間の軸に表現し、とどめた琉球的な発想
に気付いた冊封使者たちの記録である。
終わりに
琉球という概念は、地域か人々かについて中国側から考えてみると、人々も
土地も含めての空間概念である。具体的に言うと、中山王、山北王、山南王と
山南王叔などに率いられている数箇所の王府から構成された「クニ」という空
間範囲を現すものであった。
したがって、琉球、琉球国との表現があっても、琉球王府というと、違和感
が生まれる。概念のレベルにずれがあるからである。琉球の数王府、或いは、
琉球の諸王府でないといけないようである。
中山の王府は、その所在地が長い間、首里であったため、習慣的に首里王府
と呼ばれる。いや、むしろ、「首里の印」があるように、琉球の内部では「首
里王府」という呼称のほうが自然である。
「琉球王国」という表現がないのを知り、びっくりし、勉強になったと博
士課程に入るウチナン嫁の中国人がいる。「琉球王国」に関する議論も、ひそ
かに水面下で行われているようである。これは、まったく、別な次元の議論
になる。
まず、琉球という国がある。この「琉球という国」の王は、四分の一の王で
あっても、琉球国の王＝琉球国王であることには間違いがない。
さらに、この「琉球国王の率いている国」のことを略して、琉球王の国＝
「琉球王国」という。私は、琉球という地域の王様（時期により、複数であっ
たり、単数であったり変化するが）の国との意味合いでこの概念を使用する。
歴史上において琉球王国という名称の国があったと言ったわけではない。
このような理解上の問題より、統一後の歴代の琉球王国の王たちが、なぜ、
王統交替があったにもかかわらず、「尚」を苗字としつづけてきたのか、また、
なぜ、この二つの異なる王統の史料が同じ『歴代宝案』と言う名の下で同じ資
料集－『歴代宝案』に収録されているのかを考えたほうが、より建設的で、生
産的な思考だと見る。
125第五章　中国から見た琉球とその構成
言い換えれば、対外的に、中国と冊封朝貢関係にある一方、この地元におい
て、首里王府のトップとして、離島からの朝貢を受け、離島への任命権を握る
という二重朝貢冊封の構造を持っている琉球地域の第二尚氏の王たちが、何を
目指し、この二王統にまたがる外交史料集を歴代の宝物のファイル（歴代宝案）
という名称で、子孫の人々に残したのか。
そして、中国皇帝から下賜されたと言われている「尚」を受け継ぎ、貫き、
世界の東方に存在し、均衡が取れないように見える大国・中国との間で、五
百年にわたる無戦争の歴史を作りあげたこと自体は、何を意味しているのか、
これは、平和を愛するウチナンチュのアイデンティティを他者に向けて説明
する場合、どれぐらい有益な説得材料になるのか、また、紛争の絶えない現
代国際社会に、どのようなヒントを与えられるかを、まず、考えるべきでは
なかろうか。
五百八十年前からのこの島発の先祖からのメッセージを真摯に受け止め、ま
た、受け止められるような能力を身につけること自体は、21世紀を生きる人人
の使命である。
金丸王の「尚」という苗字の継承、この島の歴史について、一貫性をもって、
『歴代宝案』に語らせる第二尚氏の発想に関する思考は、琉球国の王朝として
の歴史の連続性と琉球という地域の文化の独自性を考える上で、非常に重要な
視点を与えてくれるものであり、琉球史を郷土史として語るのみならず、その
まま、世界史に繋げていくポイントの一つであり、そして、世界に通用する普
遍性を持つ沖縄の歴史も、現実も、より深く理解されていくものと考える。
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